備後鞆の浦の 『伽婢子』 by 渡辺 守邦 et al.
備
後
鞆
の
浦
の
『
伽
婢
子
』
渡
辺
守
邦
沖
縄
県
出
身
の
学
生
が
地
元
で
こ
ん
な
昔
話
を
採
取
し
ま
し
た
と
言
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
。
読
ん
で
み
る
と
、
完
璧
な
か
た
ち
の
「
笠
地
蔵
」
で
あ
る
。
驚
い
て
民
俗
学
の
先
生
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
沖
縄
は
一
年
を
通
じ
て
雪
の
降
ら
な
い
所
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
と
首
を
か
し
げ
ら
れ
た
。
伝
承
と
称
す
る
類
に
も
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
自
を
持
つ
も
の
が
あ
る
ら
し
く
、
本
稿
で
採
り
あ
げ
る
広
島
県
福
山
市
に
伝
わ
る
と
い
う
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
の
一
件
も
、
ど
う
や
ら
書
物
を
出
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
＊
『
伽
婢
子
』
は
翻
案
小
説
で
あ
る
。
か
つ
て
『
伽
婢
子
』
に
語
釈
を
施
す
試
み
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
注
１
、
註
解
に
当
っ
て
翻
案
の
妙
を
解
明
す
る
一
助
に
と
、
原
話
の
利
用
箇
所
す
べ
て
を
書
き
下
し
文
で
掲
出
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。『
剪
灯
新
話
』
の
み
特
別
扱
い
し
て
和
刻
本
の
『
剪
灯
新
話
句
解
』（
慶
安
二
年
田
原
仁
左
衛
門
板
）
を
影
印
に
よ
っ
て
巻
末
に
付
載
し
た
が
そ
れ
で
も
脚
注
の
ス
ペ
ー
ス
は
狭
く
、
意
を
達
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。
本
稿
は
そ
ん
な
舌
足
ら
ず
の
注
を
補
う
つ
も
り
で
、
巻
三
４
「
梅
花
屏
風
」
か
ら
「
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
」「
狐
崎
」「
む
か
し
淳
和
天
皇
の
后
出
家
し
て
」
の
三
つ
を
と
り
あ
げ
考
察
を
加
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
個
別
の
考
察
で
あ
る
か
ら
オ
ム
ニ
バ
ス
的
に
三
部
に
分
か
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
事
実
、
ば
ら
ば
ら
に
論
考
は
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
個
別
で
あ
る
は
ず
の
三
つ
が
自
ず
と
融
合
し
て
、
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
事
実
を
浮
び
あ
― １ ―
が
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
事
実
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
巻
三
４
「
梅
花
屏
風
」
の
梗
概
を
述
べ
て
お
く
と
説
明
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。「
梅
花
屏
風
」
は
大
内
義
隆
の
招
き
に
応
じ
て
周
防
山
口
に
下
向
に
し
た
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
と
そ
の
北
の
方
の
波
乱
に
富
ん
だ
半
生
の
物
語
で
あ
っ
て
、
別
題
を
「
藤
原
基
頼
卿
海
賊
に
逢
事
」
と
す
る
。
周
防
国
に
下
っ
た
中
納
言
基
頼
卿
は
陶
晴
賢
の
反
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
船
を
調
達
し
て
安
芸
忠
海
（
広
島
県
三
原
市
忠
海
町
）
の
港
ま
で
逃
れ
た
が
財
宝
に
目
の
く
ら
ん
だ
舟
人
は
中
納
言
を
海
に
突
き
落
と
し
て
、
母
港
の
能
地
（
三
原
市
幸
崎
町
能
地
）
へ
と
船
を
進
め
る
。
北
の
方
は
舟
人
の
も
と
を
逃
げ
出
し
て
都
へ
向
け
て
走
り
、
夜
明
け
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
狐
崎
の
か
れ
い
の
山
麓
に
あ
る
尼
寺
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
む
か
し
第
五
十
三
代
淳
和
天
皇
の
后
出
家
し
給
い
如
意
輪
信
仰
を
広
め
よ
う
と
開
い
た
寺
、
北
の
方
は
こ
の
寺
で
出
家
し
梨
春
尼
と
名
乗
る
。
年
経
て
こ
の
寺
に
梅
花
の
屏
風
が
施
入
さ
れ
る
。
見
れ
ば
奪
わ
れ
た
財
宝
の
一
つ
、
基
頼
卿
自
筆
の
屏
風
で
あ
っ
た
。
梨
春
尼
が
新
た
に
書
き
添
え
た
和
歌
が
評
判
と
な
っ
て
基
頼
卿
を
庇
護
す
る
鞆
の
奉
行
の
耳
に
入
り
、
夫
婦
は
再
会
を
果
し
た
も
の
の
京
に
帰
る
夢
は
叶
う
こ
と
な
く
二
人
と
も
に
こ
の
地
に
果
て
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
話
の
原
拠
は
『
剪
灯
余
話
』
巻
四
４
「
芙
蓉
屏
記
」
で
あ
り
、
舞
台
を
天
文
永
禄
ご
ろ
の
備
後
国
鞆
の
津
に
借
り
て
翻
案
し
た
虚
構
で
あ
る
。
さ
て
先
に
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
た
補
注
が
浮
び
あ
が
ら
せ
た
意
外
な
事
実
と
は
、
中
納
言
基
頼
卿
と
北
の
方
と
の
こ
の
哀
話
が
ご
当
地
の
実
話
と
し
て
備
後
の
鞆
に
伝
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
虚
構
が
実
話
に
変
容
す
る
か
ら
く
り
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
右
に
述
べ
た
経
緯
に
よ
り
、
冒
頭
に
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
伽
婢
子
』
の
脚
注
を
コ
ラ
ム
に
囲
ん
で
掲
出
す
る
と
い
う
、
論
文
と
し
て
は
い
さ
さ
か
風
変
わ
り
な
形
式
を
採
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
（
八
六
ペ
ー
ジ
注
一
）。
京
都
将
軍
家
譜
・
下
・
義
輝
に
「
中
納
言
藤
基
頼
従
二
位
藤
親
世
等
剃
髪
逃
走
」
と
す
る
人
物
の
名
を
借
り
る
が
、
こ
れ
は
陶
晴
賢
謀
反
の
と
き
山
口
に
あ
っ
て
落
髪
し
た
（
公
卿
補
任
・
天
文
二
十
年
）
と
い
う
権
中
納
言
藤
原
（
持
明
院
）
基
規
を
誤
っ
た
も
の
か
。
こ
の
一
話
の
ヒ
ロ
イ
ン
梨
春
尼
の
夫
中
納
言
藤
原
基
頼
の
人
物
設
定
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。「
京
都
将
軍
家
譜
」
と
は
林
羅
山
・
春
斎
著
『
将
軍
家
譜
』
の
う
ち
、
京
都
将
軍
す
な
わ
ち
足
利
将
軍
家
代
々
の
部
の
こ
と
で
全
二
巻
二
冊
、
義
輝
は
第
十
三
代
将
軍
で
あ
る
。
周
防
山
口
に
下
向
し
て
陶
晴
賢
の
突
然
の
謀
反
に
遭
遇
し
た
公
家
た
ち
の
混
乱
ぶ
り
は
『
伽
婢
子
』
に
、
― ２ ―
此
時
に
あ
た
つ
て
、
前
関
白
藤
原
尹
房
公
、
前
左
大
臣
藤
原
公
頼
公
は
、
山
口
の
城
を
に
げ
出
る
に
度
を
う
し
な
ふ
て
、
な
が
れ
矢
に
あ
た
り
て
薨
じ
給
ふ
。
従
二
位
藤
原
親
世
は
髪
を
そ
り
て
の
が
れ
出
給
ふ
と
描
写
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
浅
井
了
意
の
著
作
『
本
朝
将
軍
記
』
に
あ
る
次
の
描
写
に
重
な
る
。
京
都
の
乱
を
の
が
れ
て
公
卿
殿
上
人
お
ほ
く
義
隆
を
頼
み
て
城
中
に
お
は
し
け
る
を
、
今
此
反
逆
に
あ
ふ
て
前
関
白
藤
原
尹
房
、
前
左
大
臣
藤
原
公
頼
は
の
か
れ
出
る
に
度
を
う
し
な
ふ
て
こ
ろ
さ
れ
給
ふ
。
中
納
言
藤
原
基
頼
、
従
二
位
藤
原
親
世
は
髪
を
そ
り
て
の
か
れ
出
給
ふ
注
２
。
そ
し
て
さ
ら
に
、『
本
朝
将
軍
記
』
の
こ
の
描
写
に
も
出
所
が
あ
っ
た
。
ア
フ
テ
ノ
ル
ニ
ノ
ノ
タ
ヽ
ノ
ノ
ル
セ
会
二
此
乱
起
一
而
前
関
白
藤
尹
房
前
左
大
臣
藤
公
頼
被
レ
害
。
ノ
ノ
ラ
シ
テ
レ
ル
中
納
言
藤
基
頼
従
二
位
藤
親
世
等
剃
髪
逃
走
。
と
記
す
『
京
都
将
軍
家
譜
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
公
家
衆
の
数
が
『
京
都
将
軍
家
譜
』
と
『
本
朝
将
軍
記
』
の
四
人
か
ら
三
人
へ
と
減
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
中
納
言
藤
原
基
頼
の
名
が
『
伽
婢
子
』
の
先
の
引
用
に
は
抜
け
て
い
る
。
藤
原
基
頼
が
『
伽
婢
子
』
に
欠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
椿
事
に
周
章
狼
狽
す
る
群
像
の
一
人
と
し
て
で
は
な
く
、
北
の
方
、
家
人
、
財
宝
を
損
な
う
こ
と
な
く
混
乱
の
山
口
を
脱
出
す
る
冷
静
沈
着
な
人
物
に
変
身
し
て
、
原
話
の
『
剪
灯
余
話
』
巻
四
４
の
崔
英
の
役
柄
を
承
る
。
さ
て
、
こ
こ
ま
で
が
前
置
き
で
あ
る
。
藤
原
基
頼
な
る
人
物
に
は
も
う
一
つ
問
題
に
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
他
の
公
家
衆
は
『
公
卿
補
任
』
天
文
二
十
年
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
実
在
が
確
認
で
き
る
が
、
基
頼
の
み
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
左
大
臣
従
一
位
二
条
藤
尹
房
五
十
六
前
関
白
。
准
三
宮
。
八
月
廿
九
日
於
周
防
国
義
隆
卿
没
落
之
尅
御
生
害
云
々
。
号
後
大
染
金
剛
院
関
白
。
前
左
大
臣
従
一
位
三
条
藤
公
頼
五
十
四
八
月
廿
九
日
於
周
防
生
害
云
々
。
号
後
龍
翔
院
左
大
臣
。
非
参
議
従
三
位
藤
親
世
五
十
八
右
兵
衛
督
。
九
月
日
於
防
州
落
髪
云
々
。
― ３ ―
藤
原
基
頼
そ
の
人
は
確
認
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
し
い
人
物
を
『
公
卿
補
任
』
の
天
文
二
十
年
の
項
に
見
出
す
。
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
公
卿
二
人
で
あ
る
。
権
中
納
言
正
三
位
持
明
院
藤
基
規
六
十
八
月
日
於
防
州
義
隆
卿
没
落
之
尅
落
飾
云
々
。
非
参
議
二
条
藤
良
豊
十
六
左
中
将
。
正
月
六
日
叙
正
三
位
。
八
月
二
日
於
長
門
国
自
害
云
々
。
義
隆
卿
同
所
。
物
語
が
も
う
少
し
進
行
す
る
と
、
海
賊
に
舟
を
奪
わ
れ
て
海
中
を
潜
っ
て
生
き
延
び
る
水
練
の
達
人
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
人
の
う
ち
の
十
六
歳
の
公
達
藤
原
良
豊
に
軍
配
を
上
げ
た
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
水
練
も
ま
た
『
剪
灯
余
話
』
の
崔
英
の
得
意
わ
ざ
な
の
で
あ
っ
て
『
伽
婢
子
』
の
段
階
に
お
け
る
創
作
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
中
納
言
藤
原
基
頼
権
中
納
言
藤
原（
持
明
院
）基
規
と
い
う
類
似
に
着
目
し
た
い
。
藤
原
基
頼
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
公
卿
補
任
』
に
は
著
録
さ
れ
な
い
も
の
の
、
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
し
室
町
時
代
の
人
で
は
な
く
、
道
長
の
子
藤
原
頼
宗
の
孫
、
初
め
て
持
明
院
を
家
名
と
し
て
名
乗
っ
た
こ
と
に
よ
り
後
世
に
知
ら
れ
る
。「
基
頼
」「
基
規
」
の
混
淆
に
は
文
字
の
類
似
と
と
も
に
持
明
院
家
と
い
う
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
周
防
山
口
に
お
い
て
権
中
納
言
藤
原
（
持
明
院
）
基
規
を
襲
っ
た
悲
劇
は
、
ま
さ
に
奇
禍
と
し
て
人
々
の
心
に
止
ま
っ
た
ら
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
伝
を
残
す
。『
義
残
後
覚
』
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
持
明
院
入
道
一
忍
軒
藤
原
基
規
は
愛
娘
を
大
内
義
隆
の
も
と
に
嫁
が
せ
て
十
年
、
思
い
立
っ
て
山
口
に
下
向
し
、
こ
の
騒
擾
に
巻
き
込
ま
れ
て
孫
た
ち
と
と
も
に
自
害
し
て
果
て
た
と
す
る
（
巻
五
８
「
一
忍
軒
并
北
御
方
最
後
の
事
付
冷
泉
隆
豊
最
後
事
」）。
大
内
義
隆
の
北
御
方
は
京
よ
り
下
っ
た
公
家
の
姫
で
は
あ
っ
た
が
持
明
院
家
の
出
身
で
な
い
。
基
規
の
こ
の
時
の
下
向
は
四
度
目
で
あ
り
、
度
重
な
る
山
口
行
は
王
朝
趣
味
の
義
隆
か
ら
郢
曲
の
伝
授
を
懇
望
さ
れ
て
の
こ
と
注
３
と
い
う
の
が
史
実
ら
し
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
藤
原
基
頼
の
登
場
は
『
京
都
将
軍
家
譜
』
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
段
階
に
お
け
る
過
誤
で
あ
り
、
基
頼
を
持
明
院
の
家
系
に
連
な
る
一
員
と
知
る
碩
学
の
素
養
が
ほ
と
ば
し
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
の
過
ち
に
『
伽
婢
子
』
の
著
者
浅
井
了
意
が
気
づ
い
て
い
た
か
否
か
を
確
か
め
る
す
べ
は
な
い
が
、
事
変
に
遭
遇
し
て
以
降
の
行
状
は
原
話
の
『
剪
灯
余
話
』
巻
四
４
の
崔
英
の
役
柄
に
重
― ４ ―
ね
合
わ
せ
な
が
ら
の
創
作
で
あ
る
か
ら
、
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
権
中
納
言
藤
原
基
規
と
名
前
を
入
れ
換
え
る
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
梨
春
尼
の
夫
が
天
文
年
間
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
人
物
名
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
論
を
先
に
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
狐
崎
（
八
九
ペ
ー
ジ
注
一
三
）
備
前
国
沼
隈
半
島
先
端
の
岬
。
広
島
県
福
山
市
鞆
町
後
地
（
う
し
ろ
じ
）
に
当
り
、
能
地
か
ら
海
上
九
里
。「
と
も
よ
り
あ
ぶ
と
の
く
わ
ん
お
ん
へ
壱
里
。
付
、
右
の
間
に
き
つ
ね
さ
き
と
申
山
は
な
有
」（
大
道
中
名
所
鑑
・
下
）。
戦
乱
の
山
口
を
脱
出
し
た
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
は
安
芸
国
忠
海
に
到
着
し
て
、
折
か
ら
の
仲
秋
の
名
月
を
愛
で
て
盃
を
回
ら
す
余
裕
を
持
つ
。
そ
の
夜
、
舟
人
は
中
納
言
と
家
人
を
海
に
突
き
落
と
し
て
、
能
地
に
船
を
着
け
る
。
北
の
方
の
命
を
助
け
た
の
は
息
子
の
嫁
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
北
の
方
は
舟
人
の
も
と
を
逃
げ
出
し
、
た
ど
り
つ
い
た
の
が
狐
崎
の
尼
寺
で
あ
っ
た
。
こ
の
狐
崎
を
『
大
日
本
地
名
辞
典
』『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』『
全
日
本
地
名
辞
典
』
な
ど
手
許
の
地
名
辞
典
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
『
新
日
本
地
名
索
引
注
４
』
に
次
の
ご
と
き
記
事
を
得
た
。
き
つ
ね
ざ
き
１
狐
崎
矢
幅
矢
巾
町
岩
手
一
四
一
度
〇
八
分
三
九
度
三
五
分
２
狐
崎
西
野
米
山
町
宮
城
一
四
一
度
一
三
分
三
八
度
三
六
分
３
狐
崎
真
坂
一
迫
町
宮
城
一
四
〇
度
五
九
分
三
八
度
四
四
分
４
狐
崎
寒
川
山
北
町
新
潟
一
三
九
度
二
九
分
三
八
度
二
六
分
５
狐
崎
茶
屋
町
灘
崎
町
岡
山
一
三
三
度
五
〇
分
三
四
度
三
二
分
６
狐
崎
常
石
福
山
市
広
島
一
三
三
度
二
二
分
三
四
度
二
一
分
こ
の
書
は
国
土
地
理
院
の
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
に
載
る
地
名
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
て
、
各
項
、
上
か
ら
順
に
、
地
名
漢
字
・
図
葉
名
・
市
町
村
名
・
県
名
・
経
緯
度
が
記
さ
れ
る
。「
図
葉
名
」
と
は
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
一
葉
ご
と
の
タ
イ
ト
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
参
照
し
た
の
が
一
九
九
三
年
版
で
あ
っ
た
の
で
市
町
村
名
に
修
正
を
必
要
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
〔
５
〕
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
岡
山
県
児
島
郡
灘
崎
町
か
ら
岡
山
市
南
区
灘
崎
町
に
変
わ
っ
た
。『
新
日
本
地
名
索
引
』
に
は
こ
の
他
に
、
き
つ
ね
が
さ
き
７
狐
崎（
駅
）
清
水
清
水
市
静
岡
一
三
八
度
二
七
分
三
五
度
〇
〇
分
が
あ
る
。
鎌
倉
武
士
の
梶
原
一
族
が
滅
び
た
地
と
し
て
史
書
に
名
を
留
め
る
が
、
行
政
区
画
の
名
称
と
し
て
は
存
続
せ
ず
、
現
在
は
駅
名
― ５ ―
（
静
岡
鉄
道
狐
ケ
崎
駅
）
と
郵
便
局
名
（
清
水
狐
崎
郵
便
局
）
と
に
残
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
藤
原
基
頼
卿
北
の
方
が
駆
け
込
ん
だ
草
庵
の
所
在
地
「
か
れ
い
の
山
」
に
関
し
て
は
現
今
の
地
図
や
地
名
辞
典
の
類
に
何
の
手
が
か
り
も
見
出
さ
な
い
。
右
の
七
つ
の
狐
崎
の
う
ち
、
北
の
方
の
た
ど
り
着
い
た
地
と
し
て
検
討
の
対
象
に
な
り
う
る
の
は
山
陽
道
に
あ
る
〔
５
〕
と
〔
６
〕
と
の
二
つ
で
あ
ろ
う
が
、
能
地
（
東
経
一
三
三
度
○
二
分
、
北
緯
三
四
度
二
〇
分
）
を
基
準
に
計
算
し
て
み
る
と
き
、〔
５
〕
は
能
地
か
ら
の
直
線
距
離
が
二
十
里
を
超
え
る
。
こ
れ
は
一
晩
の
道
の
り
と
し
て
は
長
き
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
計
算
す
る
と
き
能
地
か
ら
〔
６
〕
ま
で
の
距
離
は
八
里
余
、
こ
れ
も
い
さ
さ
か
遠
い
。
原
話
の
『
剪
灯
余
話
』
に
基
頼
の
北
の
方
に
当
る
崔
英
の
妻
王
氏
の
逃
亡
を
「
走
ル
コ
ト
二
三
里
」
と
す
る
。
慣
れ
ぬ
夜
道
を
高
貴
な
女
人
が
歩
き
通
せ
る
の
は
そ
の
程
度
の
距
離
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
二
里
や
三
里
の
道
の
り
で
は
追
っ
手
の
容
易
に
発
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
ん
な
を
勘
案
し
て
、
二
万
五
千
分
の
一
地
図
「
茶
屋
町
」
に
載
る
狐
崎
で
は
な
く
、「
常
石
」
の
狐
崎
を
も
っ
て
「
か
れ
い
の
山
」
の
所
在
地
と
認
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
現
在
の
行
政
区
画
の
名
で
呼
べ
ば
、
広
島
県
福
山
市
鞆
町
後
地
、
瀬
戸
内
の
潮
待
ち
の
津
あ
ま
た
の
う
ち
、
風
光
明
媚
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
鞆
の
浦
か
ら
二
キ
ロ
ほ
ど
南
西
に
寄
っ
た
岬
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
狐
崎
を
鞆
町
後
地
の
海
浜
に
措
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
狐
崎
の
探
索
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
作
業
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
吉
備
路
を
行
く
旅
人
は
、
次
の
よ
う
な
案
内
の
載
る
書
物
を
懐
中
し
て
い
た
。
▲
と
も
よ
り
あ
ぶ
と
の
く
わ
ん
お
ん
へ
壱
里
付
、
右
の
間
に
き
つ
ね
さ
き
と
申
山
は
な
有
。
き
つ
ね
さ
き
の
は
な
の
上
の
か
た
に
瀬
あ
り
。
并
、
き
つ
ね
さ
き
よ
り
三
町
ほ
ど
下
に
、
か
れ
い
と
申
山
あ
り
。
右
の
山
は
な
も
四
五
町
ほ
ど
を
き
の
か
た
に
、
あ
ぶ
ら
い
し
と
申
瀬
有
。
書
物
の
名
は
『
増補
大
道
中
名
所
鑑
注
５
』（
延
宝
七
刊
）、
そ
の
「
西
国
船
路
道
中
記
」
と
い
う
章
の
一
節
で
あ
る
。「
西
国
船
路
道
中
記
」
に
は
京
都
伏
見
を
出
発
し
て
淀
川
を
下
り
、
さ
ら
に
大
坂
の
伝
法
か
ら
薩
州
鹿
児
島
に
至
る
ま
で
の
行
程
が
詳
述
さ
れ
る
。
右
の
引
用
は
、
備
後
国
鞆
の
浦
を
船
出
し
針
路
を
南
南
西
に
と
っ
て
阿
伏
兎
観
音
（
の
岬
）
ま
で
、
そ
の
間
海
上
一
里
の
記
事
で
あ
り
、
上
下
は
上
が
大
坂
方
面
、
下
が
西
国
方
面
を
指
す
。
狐
崎
を
鞆
と
阿
伏
兎
観
音
と
の
間
に
存
在
す
る
「
山
は
な
」
と
説
明
す
る
が
、『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
「
ヤ
マ
バ
ナ
外
の
方
へ
突
き
出
て
い
る
、
山
並
み
の
先
端
」
と
あ
る
。
こ
の
「
山
は
な
」
を
二
万
五
千
分
の
一
地
図
「
常
石
」
に
載
る
広
島
県
福
山
市
鞆
町
後
地
の
狐
崎
、
す
な
わ
ち
『
新
日
本
地
名
索
引
』
の
〔
６
〕
に
当
て
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
― ６ ―
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、「
西
国
船
路
道
中
記
」
に
は
さ
ら
に
『
新
日
本
地
名
索
引
』
に
も
載
ら
な
か
っ
た
「
か
れ
い
の
山
」
へ
の
言
及
が
あ
り
、「
き
つ
ね
さ
き
」
か
ら
西
へ
三
町
の
地
と
位
置
を
特
定
す
る
。
〔
図
版
１
〕
と
し
て
載
せ
た
二
万
五
千
分
の
一
地
図
「
常
石
」
を
閲
す
る
と
き
、
鞆
か
ら
狐
崎
ま
で
の
海
岸
は
荒
磯
が
断
続
す
る
が
、
岬
を
回
る
と
小
さ
な
砂
浜
が
見
え
て
く
る
。
地
図
に
記
述
は
な
い
が
、
こ
の
砂
浜
が
小
室
浜
海
水
浴
場
で
あ
る
。
海
岸
に
建
物
二
棟
の
表
示
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヨ
ッ
ト
関
係
の
施
設
で
、
小
室
浜
は
ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
メ
ッ
カ
と
し
て
知
ら
れ
る
所
ら
し
い
。
そ
の
先
に
室
浜
と
記
し
た
集
落
が
あ
り
そ
の
あ
た
り
も
海
岸
が
砂
地
を
な
し
、
二
つ
の
砂
浜
は
海
に
せ
り
出
し
た
小
高
い
山
塊
に
隔
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
沖
の
方
に
「
油
礁
」
と
い
う
岩
礁
が
頭
を
出
し
、
灯
標
の
記
号
が
添
え
ら
れ
る
。
こ
の
岩
礁
が
「
西
国
船
路
道
中
記
」
に
、
…
…
か
れ
い
と
申
山
あ
り
。
右
の
山
は
な
も
四
五
町
ほ
ど
を
き
の
か
た
に
、
あ
ぶ
ら
い
し
と
申
瀬
有
。
と
す
る
「
あ
ぶ
ら
い
し
」
の
瀬
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
増補
大
道
中
名
所
鑑
』
の
記
述
を
二
万
五
千
分
の
一
地
図
「
常
石
」
の
上
に
ト
レ
ー
ス
し
て
み
よ
う
。〔
図
版
２
〕
で
あ
る
。
狐
崎
・
油
礁
（
あ
ぶ
ら
い
し
）
を
底
辺
に
、
狐
崎
か
ら
三
町
、
油
礁
か
ら
「
四
五
町
（
い
ま
仮
に
四
町
半
と
し
て
計
算
す
る
）」
の
距
離
が
交
わ
る
地
点
を
頂
点
と
す
る
三
角
形
を
地
図
上
に
描
い
て
み
る
。
す
る
と
頂
点
に
は
、
小
室
浜
と
室
浜
と
を
隔
て
る
山
塊
の
波
打
ち
際
が
当
る
。
標
高
四
十
メ
ー
ト
ル
余
の
、
ポ
ニ
ョ
と
ソ
ー
ス
ケ
が
立
て
こ
も
っ
た
崖
の
上
の
一
軒
家
よ
り
ほ
ん
の
少
し
高
い
程
度
の
こ
の
山
塊
が
「
か
れ
い
の
山
」
の
正
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
念
の
た
め
に
、
狐
崎
か
れ
い
の
山
も
と
の
草
庵
の
情
景
を
『
伽
婢
子
』
巻
三
４
に
求
め
る
と
き
、
し
か
る
に
こ
の
寺
は
浜
ち
か
く
し
て
波
の
音
さ
は
が
し
く
、
人
影
ま
れ
に
蓬
葎
し
げ
り
つ
ゝ
、
た
ま


友
と
す
る
も
の
は
、
う
し
ろ
の
山
に
さ
け
ぶ
猿
の
こ
ゑ
、
前
な
る
う
し
ほ
に
千
鳥
の
な
く
音
、
松
ふ
く
風
、
岸
う
つ
な
み
、
こ
れ
よ
り
外
に
は
こ
と
ゝ
ひ
か
は
す
も
の
な
し
。
と
、
前
後
を
海
と
山
と
に
は
さ
ま
れ
た
幽
邃
の
地
と
さ
れ
、
挿
絵
も
ま
た
、
さ
ざ
波
に
根
方
を
洗
わ
せ
る
磯
馴
松
と
迫
り
く
る
山
並
み
と
に
挟
ま
れ
て
立
つ
草
葺
き
の
門
を
描
き
、
言
葉
を
交
わ
す
尼
公
と
上
臈
と
を
配
す
る
。
か
く
し
て
紆
余
曲
折
の
末
、「
狐
崎
の
か
れ
い
の
山
」
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
程
度
の
こ
と
は
当
時
の
旅
人
の
常
識
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
引
用
が
証
す
る
。
― ７ ―
〔
図
版
１
〕
〔
図
版
２
〕
― ８ ―
と
も
よ
り
あ
ぶ
と
の
観
音
へ
壱
里
▲
城
有
是
よ
り
三
里
を
く
福
山
の
城
あ
り
此
次
山
の
出
崎
に
岩
山
有
其
上
に
あ
ぶ
と
の
観
音
立
給
ふ
右
の
間
に
き
つ
ね
さ
き
と
い
ふ
山
は
な
有
き
つ
ね
さ
き
の
は
な
の
上
の
方
に
瀬
有
并
き
つ
ね
さ
き
よ
り
三
町
程
下
に
か
れ
い
と
い
ふ
山
有
右
の
山
の
は
な
も
四
五
町
ほ
ど
を
き
の
か
た
に
あ
ぶ
ら
い
し
と
い
ふ
瀬
有
こ
れ
は
『
諸
国
案
内
旅
雀
注
６
』（
貞
享
四
刊
）
巻
七
所
収
の
狐
崎
・
か
れ
い
の
山
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
種
の
出
版
物
で
は
実
用
書
の
常
と
し
て
、
版
種
を
代
え
版
元
を
違
え
て
記
事
が
継
承
さ
れ
、
時
代
の
共
通
認
識
と
な
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
時
移
り
時
代
が
変
わ
っ
て
「
か
れ
い
の
山
」
の
存
在
が
人
々
の
意
識
か
ら
薄
れ
、
地
名
辞
典
や
地
図
の
上
か
ら
消
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
交
通
手
段
に
変
化
が
生
じ
た
ゆ
え
か
、
あ
る
い
は
別
稿
注
７
に
も
述
べ
た
〈
知
恵
蔵
〉
す
な
わ
ち
時
代
の
共
通
認
識
を
支
え
る
書
物
に
変
化
が
生
じ
た
ゆ
え
か
、
に
わ
か
に
定
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
忘
却
は
み
ご
と
な
ま
で
に
完
璧
で
、
記
憶
の
片
鱗
す
ら
備
後
鞆
の
地
に
残
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
事
実
が
中
納
言
基
頼
卿
と
北
の
方
の
伝
承
に
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
む
か
し
淳
和
天
皇
の
后
出
家
し
て
（
九
○
ペ
ー
ジ
注
一
五
）
以
下
は
元
亨
釈
書
十
八
、
本
朝
神
社
考
五
、
本
朝
列
女
伝
九
等
に
伝
え
る
如
意
尼
の
伝
承
を
備
後
鞆
の
海
浜
に
立
つ
こ
の
尼
寺
に
付
会
す
る
。
ま
た
如
意
尼
の
伝
承
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
狗
張
子
巻
二
「
武
庫
山
の
女
仙
」
に
用
い
ら
れ
る
。
備
後
国
狐
崎
の
か
れ
い
山
麓
に
あ
る
尼
寺
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
北
の
方
は
、
寺
の
由
来
を
庵
主
か
ら
聞
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
っ
た
。
此
所
は
む
か
し
淳
和
天
皇
の
后
、
出
家
し
て
武
庫
の
山
に
こ
も
り
、
如
意
比
丘
尼
と
申
き
。
此
人
修
法
の
い
と
ま
こ
ゝ
に
来
り
、
浦
嶋
子
が
箱
を
お
さ
め
、
空
海
和
尚
を
も
つ
て
供
養
し
た
ま
へ
る
寺
な
れ
ど
も
、
時
世
う
つ
り
し
か
ば
か
す
か
な
る
跡
と
な
り
、
其
時
つ
く
り
給
へ
る
桜
木
の
如
意
輪
観
音
の
胸
の
う
ち
に
、
か
の
箱
を
お
さ
め
ら
れ
霊
仏
に
て
お
は
し
け
る
に
…
…
、
こ
れ
は
『
元
亨
釈
書
』
の
如
意
尼
の
伝
に
似
る
。
淳
和
天
皇
第
二
の
后
が
内
裏
を
遁
れ
、
出
家
し
て
如
意
尼
と
名
乗
り
摂
州
武
庫
の
山
中
に
一
寺
を
造
営
し
て
、
空
海
作
の
桜
木
の
如
意
輪
観
音
を
本
尊
に
修
行
に
励
ん
だ
と
す
る
一
話
が
『
元
亨
釈
書
』
巻
十
八
に
載
る
。
空
海
― ９ ―
作
の
如
意
輪
観
音
は
そ
の
ま
ま
武
庫
の
山
す
な
わ
ち
兵
庫
県
西
宮
市
甲
山
町
の
摩
尼
山
神
呪
寺
に
現
存
す
る
。
神
呪
寺
は
こ
の
如
意
尼
ゆ
か
り
の
如
意
輪
観
音
を
本
尊
に
祭
り
、
日
本
三
如
意
輪
観
音
の
内
に
数
え
ら
れ
て
現
代
に
至
る
ま
で
信
者
を
絶
や
す
こ
と
が
な
い
。
『
伽
婢
子
』
巻
三
４
は
備
後
狐
崎
の
寺
庵
を
、
如
意
輪
観
音
を
信
ず
る
こ
と
の
厚
か
っ
た
如
意
尼
が
余
暇
を
過
ご
す
た
め
に
営
ん
だ
別
業
と
す
る
。
こ
の
設
定
は
、
も
ち
ろ
ん
原
話
の
『
剪
灯
余
話
』
に
ヒ
ロ
イ
ン
王
氏
の
逃
げ
込
ん
だ
聖
域
を
「
尼
院
」
と
し
、
王
氏
は
観
音
を
厚
く
念
ず
る
日
々
を
送
っ
た
と
す
る
と
こ
ろ
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
狐
崎
の
か
れ
い
の
山
麓
と
い
う
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
き
、
唐
突
と
い
う
印
象
を
払
拭
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
如
意
尼
が
備
後
の
別
業
に
遊
ん
だ
と
い
う
記
事
は
『
元
亨
釈
書
』
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
地
に
甲
山
神
呪
寺
の
末
寺
に
あ
た
る
如
意
輪
信
仰
の
寺
で
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
不
審
に
、
備
後
地
方
の
地
誌
の
類
に
見
出
し
た
次
の
記
述
が
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
医
王
寺
桃
林
山
。
真
言
宗
明
王
院
末
。
中
興
ハ
真
永
上
人
享
禄
中
再
興
ナ
リ
ト
モ
。
空
海
草
創
ト
云
。
六
郡
志
云
、
む
か
し
能
登
坂
の
下
に
慈
眼
寺
と
い
ふ
一
刹
あ
り
。
今
廃
し
て
此
寺
に
併
す
。
基
頼
の
墓
は
彼
慈
眼
寺
に
あ
り
し
よ
し
（『
福
山
志
料
』
二
十
五
・
鞆
津
注
８
）。
桃
林
山
医
王
寺
は
鞆
の
高
台
に
位
置
し
、
港
と
市
街
を
一
望
の
も
と
に
納
め
る
風
光
に
よ
っ
て
観
光
客
に
知
ら
れ
る
。『
福
山
志
料
』
は
菅
茶
山
・
鈴
木
宜
山
等
の
編
、
医
王
寺
に
は
廃
寺
と
な
っ
た
慈
眼
寺
が
合
祀
さ
れ
る
が
、
慈
眼
寺
に
は
基
頼
の
墓
が
祭
ら
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
残
る
と
「
六
郡
志
」
を
引
用
し
な
が
ら
言
う
。
こ
の
記
事
に
あ
っ
て
、
基
頼
と
い
う
人
名
に
目
が
と
ま
る
。『
伽
婢
子
』
巻
三
４
で
、
か
れ
い
の
山
の
麓
に
あ
る
、
甲
山
神
呪
寺
ゆ
か
り
の
庵
室
に
助
け
を
求
め
た
女
人
の
夫
も
名
前
が
基
頼
で
あ
っ
た
。
女
人
す
な
わ
ち
梨
春
尼
の
夫
、
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
の
墓
が
実
在
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
関
し
て
『
福
山
志
料
』
の
叙
述
は
あ
ま
り
に
も
素
っ
気
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
史
料
を
代
え
る
こ
と
に
よ
り
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
同
じ
く
福
山
地
方
の
地
誌
『
西
備
名
区
』
で
あ
る
。
医
王
寺
桃
林
山
明
王
院
末
寺
開
基
、
宗
祖
空
海
草
創
。
中
興
、
真
永
上
人
。
其
先
、
能
登
原
坂
に
慈
眼
寺
と
云
真
言
寺
あ
り
し
、
其
開
基
は
宗
祖
に
て
、
天
文
の
頃
迄
は
尼
寺
に
て
、
可
霊
山
慈
眼
寺
と
云
ひ
し
。
其
頃
中
納
言
基
頼
卿
、
陶
か
難
を
遁
れ
、
夫
婦
わ
か
れ


に
な
り
―１０―
給
ひ
、
基
頼
卿
は
姿
を
や
つ
し
、
鞆
津
の
宰
に
寓
居
し
給
ひ
、
御
台
所
は
尼
と
な
り
、
慈
眼
寺
に
閑
居
ま
し
ま
し
、
後
、
夫
婦
再
ひ
廻
り
あ
ひ
給
ひ
し
。
其
事
の
跡
は
慈
眼
寺
の
条
に
委
し
。
天
文
年
中
廃
寺
と
な
り
居
し
を
当
寺
に
合
す
と
云
ふ
（『
西
備
名
区
』
巻
二
十
三
・
沼
隈
郡
十
二
・
鞆
之
三
注
９
）。
予
想
し
た
と
お
り
に
基
頼
は
備
後
鞆
の
海
辺
に
建
つ
庵
室
に
逃
げ
込
ん
だ
女
人
の
夫
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
先
に
検
証
し
た
「
か
れ
い
の
山
」
が
実
は
山
号
で
あ
っ
て
「
可
霊
」
と
書
く
こ
と
、
可
霊
山
慈
眼
寺
の
所
在
地
が
能
登
原
坂
と
い
う
所
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
福
山
志
料
』
に
い
う
基
頼
が
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
結
論
を
急
が
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
西
備
名
区
』
に
は
別
に
「
慈
眼
寺
」
が
立
項
さ
れ
、「
其
事
の
跡
」
の
委
し
い
説
明
が
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
条
を
参
照
し
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
る
ま
い
。
可
霊
山
、
慈
眼
寺
廃
跡
伝
云
。
当
寺
は
昔
淳
和
天
皇
の
御
后
、
仏
乗
に
帰
し
給
ひ
、
王
宮
を
出
て
播
州
武
庫
の
山
に
籠
ら
せ
給
ひ
、
法
躰
し
て
如
意
比
丘
と
申
奉
り
し
。
後
仏
道
弘
通
の
為
と
て
西
国
に
下
り
給
ひ
、
此
処
に
草
庵
を
結
ひ
、
如
意
輪
観
音
を
安
置
し
て
弘
法
大
師
を
導
師
と
し
供
養
あ
り
て
行
ひ
す
ま
し
て
ま
し
ま
せ
し
。
後
、
開
祖
の
跡
を
お
ひ
て
尼
寺
と
な
り
居
し
が
、
年
経
て
後
、
天
文
年
中
、
中
納
言
基
頼
卿
の
御
簾
中
、
難
に
あ
ひ
て
此
寺
に
来
り
、
住
寺
の
尼
を
師
と
し
、
髪
お
ろ
し
て
尼
と
な
り
居
給
ひ
し
。
基
頼
も
此
浦
に
う
か
れ
来
り
、
此
浦
の
奉
行
、
山
名
何
某
を
た
の
み
住
み
給
ひ
し
か
、
程
な
く
身
ま
か
り
し
時
、
彼
尼
寺
の
住
寺
、
又
か
の
忍
ひ
来
り
尼
と
な
り
し
基
頼
の
室
も
倶
に
来
り
吊
ひ
し
に
、
か
た
み
に
残
り
し
梅
の
絵
を
見
て
、
亡
者
の
此
に
有
し
様
子
を
側
の
世
話
せ
し
人
に
尋
ね
給
ひ
し
か
は
、
其
聞
へ
し
よ
し
を
、
つ
ば
ら
に
語
り
し
に
ぞ
、
基
頼
の
卿
な
る
事
を
し
り
て
大
に
嘆
き
、
倶
に
た
す
け
て
慈
眼
寺
に
乞
ひ
葬
り
、
跡
念
頃
に
吊
ひ
け
る
が
、
其
尼
前
も
此
比
の
な
げ
き
に
よ
り
病
お
こ
り
、
是
も
空
く
な
り
給
ひ
し
か
は
、
彼
墓
の
側
に
葬
り
て
、
基
頼
卿
の
墓
に
は
梅
を
植
し
。
是
は
先
に
梅
翁
居
士
と
号
せ
し
故
な
り
。
彼
尼
前
は
戒
受
し
時
、
梨
春
と
号
せ
し
を
名
と
し
梨
春
大
姉
と
号
し
、
印
に
松
を
植
え
お
き
け
る
が
、
其
後
も
世
い
ま
だ
静
か
な
ら
ず
、
寺
務
を
執
行
ふ
人
も
な
く
な
り
て
荒
地
と
な
り
居
し
を
、
本
尊
并
什
物
は
医
王
寺
に
引
て
、
跡
は
狐
狸
の
栖
と
な
り
、
其
二
つ
の
墓
も
山
崩
れ
埋
り
て
、
今
は
跡
も
み
へ
ず
な
り
ぬ
。
其
寺
の
跡
は
能
登
原
坂
な
り
と
語
伝
へ
き
（『
西
備
名
区
』
巻
二
十
三
・
沼
隈
郡
十
二
・
鞆
之
三
）。
こ
れ
が
『
西
備
名
区
』
の
慈
眼
寺
の
記
事
で
あ
る
。
―１１―
基
頼
が
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
で
あ
り
、
北
の
方
と
の
間
の
哀
話
が
こ
の
寺
に
残
る
こ
と
な
ど
両
寺
の
記
事
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
の
、
慈
眼
寺
の
項
に
新
た
な
、
そ
し
て
大
き
な
付
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
寺
が
摂
津
国
甲
山
神
呪
寺
の
開
祖
如
意
比
丘
尼
の
西
下
し
て
営
ん
だ
草
庵
に
始
ま
る
如
意
輪
観
音
信
仰
の
霊
場
だ
っ
た
と
い
う
一
条
で
あ
る
。
安
芸
国
能
地
か
ら
夜
道
八
里
余
と
い
う
無
理
を
承
知
の
う
え
で
『
伽
婢
子
』
が
基
頼
卿
北
の
方
の
ア
ジ
ー
ル
を
備
後
国
沼
隈
半
島
の
突
端
に
用
意
し
た
理
由
に
、
こ
れ
で
納
得
の
で
き
る
説
明
が
付
い
た
。
か
く
し
て
狐
崎
の
如
意
尼
伝
説
は
辻
褄
が
合
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
て
一
件
落
着
と
す
る
の
が
、
何
や
ら
た
め
ら
わ
れ
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、
本
稿
に
あ
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
ス
ペ
ー
ス
を
費
や
し
た
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
の
正
体
お
よ
び
狐
崎
か
れ
い
の
山
の
所
在
に
関
す
る
考
察
と
の
間
の
整
合
性
に
疑
問
が
生
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
藤
原
基
頼
は
平
安
末
の
公
家
で
あ
っ
て
、
大
内
氏
の
滅
び
た
天
文
年
間
の
実
在
人
物
と
す
る
伝
承
に
な
じ
ま
な
い
。
ま
た
、
慈
眼
寺
の
跡
を
能
登
原
坂
と
す
る
言
い
伝
え
も
、
狐
崎
か
ら
三
町
と
す
る
『
増補
大
道
中
名
所
鑑
』
の
記
述
と
食
い
違
う
。
能
登
原
坂
は
鞆
町
後
地
か
ら
沼
隈
町
の
室
間
へ
越
え
る
峠
の
名
称
注
１０
、
つ
ま
り
現
在
の
阿
伏
兎
隧
道
の
あ
た
り
の
高
台
を
指
し
、
狐
崎
か
ら
三
町
と
か
油
礁
か
ら
四
五
町
と
か
い
う
近
さ
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
狐
崎
の
か
れ
い
の
山
」
と
い
う
表
現
は
狐
崎
近
辺
を
意
味
し
、
沼
隈
半
島
の
分
水
嶺
を
指
す
表
現
で
は
な
か
ろ
う
注
１１
。
こ
の
不
審
を
解
消
す
る
手
が
か
り
を
求
め
て
、
出
発
点
の
『
福
山
志
料
』
ま
で
立
ち
も
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
福
山
志
料
』
の
慈
眼
寺
は
「
六
郡
志
」
か
ら
の
引
用
の
か
た
ち
で
医
王
寺
の
条
に
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。「
六
郡
志
」
と
は
『
備
陽
六
郡
志
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
備
陽
六
郡
志
』
は
福
山
藩
士
宮
原
直

（
元
禄
一
五
〜
安
永
五
）
晩
年
の
著
、
そ
の
名
の
ご
と
く
地
誌
で
あ
っ
て
『
福
山
志
料
』（
文
化
六
成
）
あ
る
い
は
馬
屋
原
重
帯
（
宝
暦
一
二
〜
天
保
七
）
の
『
西
備
名
区
』
等
の
先
鞭
と
な
っ
た
。
『
福
山
志
料
』
の
「
六
郡
志
」
か
ら
の
引
用
は
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
備
陽
六
郡
志
』
に
載
る
慈
眼
寺
関
連
の
記
事
は
二
行
や
三
行
で
終
わ
る
半
端
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
全
文
を
引
い
て
み
よ
う
。
桃
林
山
慈
眼
院
医
王
寺
開
山
如
意
比
丘
天
長
年
中
の
開
基
な
り
。
本
尊
は
石
仏
の
如
意
輪
観
音
、
空
海
の
開
眼
な
り
。
天
文
の
末
に
炎
上
し
て
霊
宝
、
秘
記
、
悉
焼
失
す
。
文
禄
年
中
、
真
養
法
印
再
造
す
。
む
か
し
能
登
原
坂
の
ふ
も
と
に
慈
眼
寺
と
云
寺
有
。
当
寺
と
一
寺
両
寺
の
寺
な
り
。
天
文
の
比
、
周
防
山
口
、
大
内
義
隆
か
難
に
逢
。
大
納
言
基
頼
と
い
ふ
人
、
忠
海
に
て
風
波
に
あ
ひ
、
其
妻
慈
眼
寺
に
て
剃
髪
し
梨
春
と
号
し
、
梅
の
立
枝
と
い
へ
る
歌
を
詠
し
、
ふ
た
ゝ
ひ
基
頼
に
逢
て
此
所
に
住
せ
し
事
、
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
。
夫
婦
と
も
身
ま
か
り
て
、
梅
翁
、
梨
春
と
法
号
し
、
梅
翁
の
墓
に
―１２―
は
梅
を
植
、
梨
春
か
墓
に
は
松
を
植
け
る
か
、
其
後
寺
務
を
取
僧
も
あ
ら
ね
は
、
い
つ
の
比
に
や
寺
も
な
く
な
り
、
彼
墓
も
な
く
な
り
侍
り
。
医
王
寺
の
地
中
に
熊
野
権
現
の
社
有
、
文
治
五
年
建
立
（『
西
備
名
区
』
外
志
・
分
郡
鞆
浦
注
１２
）。
最
初
に
医
王
寺
自
体
の
沿
革
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
往
時
の
医
王
寺
は
話
題
の
豊
富
な
寺
で
は
な
か
っ
た
も
の
か
、
早
々
に
「
一
寺
両
寺
」
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
慈
眼
寺
に
話
題
を
転
じ
、
天
文
の
大
内
氏
滅
亡
の
騒
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
藤
原
基
頼
卿
と
北
の
方
と
の
、
こ
の
慈
眼
寺
に
因
む
事
績
が
『
伽
婢
子
』
に
載
る
こ
と
を
言
う
。
右
の
『
備
陽
六
郡
志
』
の
記
事
を
踏
ま
え
て
『
西
備
名
区
』
を
検
証
し
て
み
よ
う
。『
西
備
名
区
』
は
医
王
寺
の
項
と
慈
限
寺
の
項
と
の
間
で
慈
眼
寺
開
祖
の
名
を
相
違
さ
せ
た
り
、
基
頼
卿
夫
妻
流
転
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
食
い
違
う
と
い
う
ご
愛
敬
が
あ
っ
た
り
す
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
『
備
陽
六
郡
志
』
の
記
述
を
骨
子
に
、
話
の
内
容
を
さ
ら
に
肉
付
け
し
た
も
の
と
い
う
様
相
を
呈
す
る
。
す
な
わ
ち
『
備
陽
六
郡
志
』
が
忠
海
の
風
波
・
梨
春
尼
の
薙
髪
・「
梅
の
立
枝
」（
和
歌
）・
夫
妻
の
再
会
と
呪
文
ま
が
い
に
訥
々
と
羅
列
す
る
言
句
を
物
語
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
還
元
し
、
さ
ら
に
、
狐
崎
の
尼
寺
を
淳
和
天
皇
の
后
如
意
尼
の
旧
跡
と
す
る
こ
と
や
失
意
の
中
納
言
基
頼
卿
を
庇
護
し
た
鞆
の
奉
行
が
山
名
某
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
追
加
す
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
『
伽
婢
子
』
の
記
す
と
こ
ろ
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
可
霊
山
慈
眼
寺
と
い
う
フ
ル
ネ
ー
ム
は
『
西
備
名
区
』
が
初
見
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
山
号
も
「
狐
崎
か
れ
い
の
山
も
と
」
と
い
う
『
伽
婢
子
』
の
措
辞
と
無
縁
の
命
名
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
『
西
備
名
区
』
の
慈
限
寺
関
連
の
記
事
は
「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
導
か
れ
て
『
伽
婢
子
』
に
取
材
し
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
追
加
し
た
う
え
で
の
『
備
陽
六
郡
志
』
の
焼
き
直
し
で
あ
っ
て
、
『
伽
婢
子
』
の
世
界
を
一
歩
た
り
と
も
踏
み
出
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
な
ぜ
狐
崎
の
か
れ
い
の
山
麓
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
備
後
の
地
誌
類
を
用
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、『
伽
婢
子
』
を
用
い
て
『
伽
婢
子
』
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
自
己
撞
着
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
振
り
出
し
に
も
ど
る
注
１３
。
＊
結
語
ら
し
か
ら
ぬ
結
語
を
述
べ
て
し
ま
っ
た
後
に
、
な
お
申
し
添
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
慈
眼
寺
の
如
意
輪
信
仰
と
基
頼
卿
の
哀
話
と
の
関
連
を
備
後
の
地
誌
類
に
探
し
求
め
る
過
程
で
気
づ
い
た
あ
る
種
の
作
為
に
つ
い
て
で
あ
る
。
さ
り
げ
な
く
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
は
、
あ
る
い
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
ま
ま
黙
認
し
た
な
ら
―１３―
ば
、
悔
い
を
将
来
に
残
す
で
あ
ろ
う
種
類
の
作
為
で
あ
る
。
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
よ
う
。
仕
掛
け
は
二
例
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
一
は
『
備
陽
六
郡
志
』
に
あ
る
。
先
の
引
用
と
重
複
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
当
該
箇
所
の
み
に
絞
っ
て
再
度
掲
出
し
、
少
し
詳
し
く
分
析
し
て
み
る
。
天
文
の
比
、
周
防
山
口
、
大
内
義
隆
か
難
に
逢
。
大
納
言
基
頼
と
い
ふ
人
、
忠
海
に
て
風
波
に
あ
ひ
、
其
妻
慈
眼
寺
に
て
剃
髪
し
梨
春
と
号
し
、
梅
の
立
枝
と
い
へ
る
歌
を
詠
し
、
ふ
た
ゝ
ひ
基
頼
に
逢
て
此
所
に
住
せ
し
事
、
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
。
『
備
陽
六
郡
志
』
は
基
頼
卿
夫
妻
の
嘗
め
た
辛
酸
を
こ
の
よ
う
に
記
述
す
る
。「
忠
海
に
て
風
波
に
あ
ひ
」
と
は
芸
州
忠
海
で
海
中
に
投
げ
こ
ま
れ
て
船
を
奪
わ
れ
財
宝
と
北
の
方
と
を
失
っ
た
災
厄
の
比
喩
か
。「
梅
の
立
枝
と
い
へ
る
歌
を
詠
し
」
と
は
、
奪
わ
れ
た
財
宝
の
一
つ
基
頼
卿
自
筆
の
梅
花
の
屏
風
が
尼
寺
に
施
入
さ
れ
、
梨
春
尼
が
新
た
に
和
歌
を
書
き
添
え
た
、
そ
の
和
歌
が
評
判
と
な
っ
て
基
頼
を
庇
護
す
る
鞆
の
奉
行
の
耳
に
入
り
、
夫
婦
が
再
会
を
果
し
た
こ
と
な
ど
と
、『
伽
婢
子
』
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
と
断
る
右
の
引
用
は
い
さ
さ
か
粗
っ
ぽ
い
要
約
で
は
あ
る
も
の
の
、
ま
さ
に
そ
の
言
の
ご
と
く
、
ほ
ぼ
『
伽
婢
子
』
に
即
し
て
い
る
。
し
か
し
厳
密
を
期
す
る
と
き
、
一
箇
所
だ
け
記
述
に
齟
齬
を
見
出
す
。「
其
妻
慈
眼
寺
に
て
剃
髪
し
…
…
」
と
す
る
北
の
方
剃
髪
の
場
所
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、『
伽
婢
子
』
で
は
淳
和
天
皇
の
御
后
如
意
尼
ゆ
か
り
の
寺
と
す
る
の
み
で
、
固
有
名
詞
の
記
述
は
な
い
。
つ
ま
り
『
伽
婢
子
』
に
即
し
て
紹
介
し
た
と
称
す
る
『
備
陽
六
郡
志
』
の
基
頼
卿
夫
妻
の
哀
話
に
は
、
廃
寺
と
な
っ
て
跡
形
も
留
め
な
い
慈
眼
寺
の
名
が
さ
り
げ
な
く
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
掛
け
は
『
福
山
志
料
』
に
さ
ら
に
『
西
備
名
区
』
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
何
ら
の
疑
い
も
差
し
挟
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
手
口
は
、
そ
れ
ほ
ど
に
鮮
や
か
で
あ
っ
た
注
１４
。
『
備
陽
六
郡
志
』
の
《
罪
》
は
作
り
物
語
で
あ
る
『
伽
婢
子
』
に
載
る
備
後
福
山
を
舞
台
に
し
た
絵
空
事
を
備
後
福
山
の
古
寺
跡
に
関
連
づ
け
る
べ
く
作
為
を
弄
し
た
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
の
語
を
添
え
て
、
基
頼
卿
夫
妻
の
災
厄
一
件
が
物
語
世
界
の
出
来
事
で
あ
る
と
断
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
情
状
酌
量
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
仕
掛
け
の
第
二
は
『
西
備
名
区
』
に
存
在
す
る
。『
西
備
名
区
』
の
慈
眼
寺
関
連
の
記
述
が
『
備
陽
六
郡
志
』
の
記
事
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
ま
た
『
備
陽
六
郡
志
』
の
「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
従
い
『
伽
婢
子
』
を
参
照
し
つ
つ
物
語
を
膨
張
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
れ
ゆ
え
『
備
陽
六
郡
志
』
と
『
西
備
名
区
』
の
記
述
の
間
に
採
り
あ
げ
る
べ
き
相
違
と
て
あ
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
意
外
や
意
外
、『
備
陽
六
郡
志
』
か
ら
―１４―
『
西
備
名
区
』
へ
至
る
途
中
に
、
も
う
一
つ
の
作
為
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
何
か
。
両
者
を
対
照
し
て
み
る
と
き
『
備
陽
六
郡
志
』
に
は
存
在
し
た
フ
レ
ー
ズ
が
『
西
備
名
区
』
に
は
見
当
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
翻
案
小
説
『
伽
婢
子
』
は
、
中
国
元
代
の
官
人
崔
英
と
そ
の
妻
王
氏
が
中
納
言
藤
原
基
頼
卿
と
北
の
方
に
姿
を
や
つ
し
、
備
後
福
山
実
は
中
国
蘇
州
の

山
を
舞
台
に
活
躍
す
る
物
語
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
基
頼
は
基
頼
で
あ
っ
て
基
頼
で
な
く
、
北
の
方
の
隠
れ
住
む
か
れ
い
山
麓
の
寺
庵
も
備
後
福
山
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
備
後
福
山
の
寺
庵
で
な
い
。『
備
陽
六
郡
志
』
に
添
え
ら
れ
た
「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
、
こ
の
一
話
が
こ
ん
な
構
造
を
持
つ
作
り
物
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
こ
の
種
の
認
識
を
当
時
の
読
者
に
期
待
す
る
な
ら
ば
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
過
ぎ
る
と
の
謗
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
読
者
が
「
御
伽
婢
子
に
見
へ
た
り
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
か
ら
読
み
取
っ
た
の
は
所
詮
は
作
り
物
語
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
物
の
本
ほ
ど
の
信
頼
性
は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
程
度
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
も
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
と
な
い
と
で
は
効
果
が
違
う
。『
伽
婢
子
』
と
い
う
縛
り
か
ら
解
き
放
た
れ
た
基
頼
は
実
在
の
中
納
言
藤
原
基
頼
と
し
て
十
五
世
紀
の
備
後
福
山
を
闊
歩
す
る
。
そ
の
う
え
絵
空
事
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
基
頼
卿
夫
妻
の
哀
話
は
、
「
天
文
の
比
」「
大
内
義
隆
」「
忠
海
」
な
ど
の
語
句
が
触
手
と
な
っ
て
慈
眼
廃
寺
と
い
う
史
跡
や
梅
松
を
植
え
た
墓
の
伝
承
と
結
合
一
体
化
し
、
歴
史
の
一
齣
と
な
っ
て
備
後
福
山
の
地
に
着
床
す
る
。
『
備
陽
六
郡
志
』
の
仕
掛
け
も
『
西
備
名
区
』
の
仕
掛
け
も
深
い
慮
り
あ
っ
て
の
所
業
と
は
思
え
ず
、
せ
い
ぜ
い
福
山
の
古
跡
に
い
さ
さ
か
の
も
っ
た
い
を
付
け
、
も
っ
て
鞆
の
地
に
彩
り
を
加
え
よ
う
と
し
た
軽
い
出
来
心
に
発
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
出
来
心
も
二
つ
重
な
る
と
、
寺
伝
を
捏
造
す
る
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
相
乗
効
果
を
発
揮
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
胡
散
く
さ
い
置
き
み
や
げ
を
後
世
に
残
す
こ
と
と
も
な
る
。
医
王
寺
○現
福
山
市
鞆
町
後
地
江
浦
南
に
あ
り
、
桃
林
山
と
号
し
、
真
言
宗
善
通
寺
派
。
本
尊
薬
師
如
来
。
天
長
年
間
（
八
二
四
―
八
三
四
）
空
海
草
創
と
伝
え
、
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
―
九
六
）
に
真
養
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
―
七
三
）
に
宥
尊
が
そ
れ
ぞ
れ
再
興
し
た
と
伝
え
る
。「
鞆
記
」
に
は
、
当
寺
の
薬
師
如
来
へ
の
信
仰
が
盛
ん
で
、
正
保
年
中
（
一
六
四
四
―
四
八
）
に
後
地
平
村
の
漁
師
が
鐘
を
寄
進
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
能
登
原
（
現
沼
隈
郡
沼
隈
町
）
に
可
霊
山
慈
眼
寺
と
い
う
中
納
言
藤
原
基
頼
室
の
物
語
を
伝
え
る
尼
寺
が
あ
っ
た
が
、
天
正
年
中
（
一
五
七
三
―
九
二
）
廃
寺
と
な
り
当
寺
に
合
し
た
と
い
う
（
備
後
名
区
）。
―１５―
近
世
に
は
…
…
注
１５
こ
れ
が
置
き
み
や
げ
の
実
例
で
あ
っ
て
、
平
凡
社
の
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
広
島
県
の
地
名
』
か
ら
引
用
し
た
。「
近
世
に
は
…
…
」
以
下
に
寺
領
と
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
記
述
す
る
が
割
愛
し
た
。
鞆
の
浦
の
医
王
寺
の
項
で
あ
っ
て
、
傍
線
部
が
い
ま
問
題
と
し
て
採
り
あ
げ
て
み
た
い
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
傍
線
部
が
『
備
後
名
区
』
の
伝
え
る
慈
眼
寺
に
関
す
る
記
事
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
し
て
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
。
し
い
て
あ
げ
つ
ら
え
ば
、
瑕
瑾
は
慈
眼
寺
の
所
在
地
を
能
登
原
と
す
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
『
備
後
名
区
』
は
能
登
原
で
は
な
く
能
登
原
坂
と
す
る
。
能
登
原
は
注
記
の
ご
と
く
沼
隈
郡
沼
隈
町
（
平
成
十
七
年
の
合
併
に
よ
り
現
在
は
福
山
市
沼
隈
町
）
の
大
字
、
そ
し
て
能
登
原
坂
が
峠
の
名
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
、『
備
後
名
区
』
の
忠
実
な
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
い
う
評
言
は
、
け
っ
し
て
褒
め
こ
と
ば
で
は
な
い
。
二
つ
の
仕
掛
け
を
鵜
呑
み
に
し
た
ま
ま
で
の
、
つ
ま
り
史
料
批
判
を
怠
っ
た
ま
ま
で
の
紹
介
に
終
始
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
態
も
あ
な
が
ち
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
権
威
あ
る
歴
史
地
理
事
典
に
促
さ
れ
出
典
表
示
の
導
く
ま
ま
『
備
後
名
区
』
を
通
読
し
、
勅
撰
和
歌
を
も
織
り
込
ん
だ
雅
び
な
ロ
マ
ン
が
備
後
福
山
の
地
に
花
開
い
た
事
実
を
寿
ぎ
、『
備
後
名
区
』
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
中
納
言
藤
原
基
頼
室
の
物
語
」
を
医
王
寺
の
門
前
で
語
る
語
り
部
が
出
現
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
備
陽
六
郡
志
』
と
『
西
備
名
区
』
に
見
出
し
た
仕
掛
け
は
、
受
容
す
る
側
の
心
が
け
次
第
で
、
史
実
の
創
造
へ
と
発
展
し
か
ね
な
い
困
っ
た
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。
終
り
に
、『
西
備
名
区
』
に
も
う
一
つ
の
「
中
納
言
藤
原
基
頼
室
（
マ
マ
）
の
物
語
」
の
載
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。
安
芸
国
多
田
の
浦
で
海
賊
に
襲
わ
れ
、
如
意
輪
観
音
を
本
尊
に
祀
る
海
浜
の
尼
寺
に
か
く
ま
わ
れ
て
夫
婦
の
再
会
を
遂
げ
、
め
で
た
く
帰
京
す
る
中
納
言
何
某
卿
の
北
の
方
の
物
語
で
あ
る
。
そ
の
正
体
は
『
続
太
平
記
貍
首
編
』（
貞
享
三
刊
）
の
巻
三
十
「
公
家
衰
困
事
」
な
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
論
旨
に
直
接
関
わ
ら
な
い
の
で
詳
説
を
避
け
た
。
注
１
松
田
修
・
渡
辺
守
邦
・
花
田
富
二
夫
『
伽
婢
子
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
七
五
二
○
○
一
岩
波
書
店
）。
２
『
本
朝
将
軍
記
』
巻
第
十
「
京
都
第
十
三
代
源
義
輝
」（
第
十
冊
二
十
五
ウ
）。
３
福
尾
猛
市
郎
氏
『
大
内
義
隆
』（
平
成
九
吉
川
弘
文
館
）。
４
金
井
弘
夫
氏
『
新
日
本
地
名
索
引
』
第
一
巻
（
一
九
九
三
ア
ポ
ッ
ク
社
出
版
局
）。
５
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
、
三
つ
切
横
小
本
一
冊
―１６―
（
函
架
番
号
、
Ｐ
二
九
／
一
六
）。
書
名
は
後
補
の
書
題
簽
に
よ
る
。
本
書
は
道
中
記
二
冊
の
合
綴
ら
し
く
、
前
半
（
一
〜
八
十
七
丁
）
は
通
常
の
『
江
戸
道
中
記
』（
上
り
）
で
あ
っ
て
末
に
「
延
宝
六
年
正
月
吉
日
／
江
戸
大
工
町
弐
丁
目
／
和
泉
屋
善
五
郎
／
四
条
大
和
橋
上
ル
大
こ
く
町
／
堺
屋
庄
兵
衛
板
」
の
刊
記
が
備
わ
り
、
三
井
文
庫
の
『
増
補
江
戸
道
中
記
』（
高
陽
／
二
○
三
七
）
と
同
版
。
後
半
は
「
西
国
船
路
道
中
記
」（
一
〜
三
十
七
丁
）「
伊
勢
道
中
記
」（
一
〜
廾
一
丁
）「
中
山
道
馬
次
」（
一
〜
二
丁
）「
北
国
道
中
名
所
鑑
」（
一
〜
三
丁
）
を
内
容
と
し
、
こ
れ
に
も
「
延
宝
七
己
未
年
／
八
月
吉
日
／
な
わ
て
三
条
下
ル
新
五
け
ん
町
西
が
わ
／
堺
屋
庄
兵
衛
板
」
と
い
う
刊
記
が
あ
る
。
６
『
諸
国
案
内
旅
雀
』
巻
七
「
西
国
船
路
道
中
記
」（
吉
田
幸
一
・
倉
島
須
美
子
氏
『
諸
国
案
内
旅
雀
』
平
成
一
四
古
典
文
庫
）。
引
用
文
は
同
書
４３４
ペ
ー
ジ
。
７
拙
稿
「
寛
永
期
の
〈
知
恵
蔵
〉
た
ち
」（「
文
学
」
隔
月
刊
第
一
一
巻
第
三
号
）
８
『
福
山
史
料
』（
一
九
六
八
福
山
史
料
刊
行
会
）。
９
『
備
後
叢
書
』
七
所
収
。『
備
後
叢
書
』
は
得
能
正
通
氏
編
、
昭
和
三
〜
一
○
、
備
後
郷
土
史
会
発
行
（
一
九
七
○
歴
史
図
書
社
覆
刻
）。
１０
斉
藤
倉
男
氏
『
沼
隈
郡
沼
隈
町
地
名
誌
』（
沼
隈
半
島
地
名
史
一
、
昭
五
六
沼
隈
町
文
化
財
協
会
）
に
「
能
登
原
坂
サ
カ
は
境
の
サ
カ
で
村
落
の
境
の
タ
オ
を
意
味
す
る
も
の
で
、
鞆
と
の
境
に
あ
る
峠
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
１１
慈
眼
寺
を
『
福
山
志
料
』
に
「
能
登
坂
の
下
」
と
し
、『
備
陽
六
郡
志
』
に
「
能
登
原
坂
の
ふ
も
と
」
と
す
る
。
峠
の
麓
と
か
坂
の
下
な
ら
ば
ぐ
っ
と
海
岸
に
近
づ
く
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
根
拠
に
能
登
原
坂
イ
コ
ー
ル
か
れ
い
の
山
と
す
る
の
は
安
易
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
海
人
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
選
ぶ
の
は
、
山
・
岬
・
一
つ
松
・
大
岩
な
ど
突
出
あ
る
い
は
屹
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
遠
目
や
曇
天
に
は
識
別
し
が
た
い
峠
と
か
坂
道
な
ど
で
は
な
い
。
ま
た
「
能
登
坂
の
下
」「
能
登
原
坂
の
ふ
も
と
」
は
日
常
を
陸
上
に
過
ご
す
者
の
地
理
感
覚
で
あ
っ
て
、
岩
礁
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
す
る
海
人
と
は
意
識
の
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
１２
『
備
後
叢
書
』
八
所
収
。
１３
如
意
尼
ゆ
か
り
の
寺
庵
が
狐
崎
の
か
れ
い
の
山
麓
に
設
定
さ
れ
た
理
由
は
疑
問
の
ま
ま
に
残
る
の
で
あ
る
が
、
今
の
段
階
で
贅
言
を
加
え
る
こ
と
が
、
も
し
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、「
摂
州
甲
山
神
呪
寺
略
縁
起
」
に
載
る
次
の
一
条
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
一
、
本
尊
如
意
輪
観
音
は
理
智
不
二
微
妙
躰
の
深
理
を
以
、
弘
法
大
師
作
り
給
ふ
。
尤
七
難
三
毒
を
払
ひ
就
中
船
中
風
波
の
難
を
救
ひ
、
女
人
済
度
の
誓
ひ
新
な
る
霊
像
な
り
（
簗
瀬
一
雄
氏
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』
一
九
九
八
勉
誠
社
）。
―１７―
神
呪
寺
の
略
縁
起
に
、
本
尊
の
如
意
輪
観
音
が
船
中
風
波
の
難
や
女
人
済
度
に
霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
人
里
離
れ
た
海
浜
に
仏
の
加
護
を
受
け
つ
つ
基
頼
卿
を
想
う
日
々
を
送
っ
た
上
臈
の
住
ま
い
と
し
て
、
如
意
輪
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
寺
庵
が
う
っ
て
つ
け
の
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
そ
れ
と
て
も
備
後
国
沼
隈
郡
平
村
（
福
山
市
鞆
町
後
地
）
の
狐
崎
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
選
ば
れ
た
理
由
を
十
全
に
説
明
し
切
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
１４
『
備
陽
六
郡
志
』
が
慈
眼
寺
の
名
を
何
に
基
づ
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
福
山
に
慈
眼
寺
と
い
う
廃
寺
が
あ
っ
た
も
の
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
福
山
市
中
央
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
係
を
中
継
し
て
頂
戴
し
た
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
の
示
教
に
よ
る
と
、『
伽
婢
子
』
に
い
う
「
か
れ
い
の
山
」
の
麓
の
尼
寺
は
不
明
、
阿
伏
兎
の
観
音
に
至
る
、
今
は
使
わ
れ
な
い
海
沿
い
の
道
に
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
が
、
こ
の
寺
も
詳
細
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
１５
『
広
島
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
五
一
九
八
二
平
凡
社
）
３２４
ペ
ー
ジ
。
追
記
本
稿
を
な
す
に
当
り
、
福
山
市
中
央
図
書
館
と
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
福
山
市
周
辺
の
地
名
と
伝
承
に
つ
い
て
、
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
海
の
相
談
室
か
ら
瀬
戸
内
海
の
海
図
に
つ
い
て
示
教
を
受
け
た
。
と
も
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
文
中
に
掲
げ
た
地
図
の
う
ち
〔
図
版
１
〕
は
国
土
地
理
院
の
二
万
五
千
分
の
一
地
図
「
鞆
」「
常
石
」
を
七
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
め
て
利
用
し
、〔
図
版
２
〕
は
同
二
万
五
千
分
の
一
地
図
の
電
子
版
を
利
用
し
た
。本
稿
は
実
践
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
で
の
発
表
に
基
づ
く
。
そ
の
折
り
ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
と
く
に
風
間
誠
史
氏
は
伊
那
市
の
開
善
寺
に
伝
わ
る
昔
話
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
ご
論
考
「
伽
婢
子
と
伊
那
市
開
善
寺
」（
日
本
文
芸
協
会
「
近
世
部
会
会
報
」
一
九
七
九
・
秋
）
の
コ
ピ
ー
を
後
日
お
送
り
く
だ
さ
っ
た
。『
伽
婢
子
』
の
享
受
・
受
容
に
つ
い
て
の
研
究
の
必
要
性
を
強
調
す
る
ご
論
考
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
し
か
し
、『
続
太
平
記
貍
首
編
』
の
ケ
ー
ス
を
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
、
今
回
は
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
た
。
（
わ
た
な
べ
も
り
く
に
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
―１８―
